








 

新しいタイプの定時制・通信制高校の設置に向けた検討事項 
 
論点１ 通信制サテライト校の教育体制に関すること 

・・・第１回部会(６/６)・第２回部会（７/25）・第３回部会(10/13) 
 

（基本的な考え方） 

○ 本校（旭陵・刈谷東）を適正規模にダウンサイジングするには、できる限り

サテライト校のみで学びを完結させる必要がある。 

「愛知県 定時制・通信制教育アップデートプラン」におけるサテライト校の記載 

 

 

 

  
[検討内容]  

  本校（旭陵・刈谷東）とサテライト校との面接指導（スクーリング）の実施割合、

サテライト校へ平日に登校できる校内体制の整備、サテライト校でのスクーリング

や平日の登校に対応した教職員の配置 

 
論点２ 課程間の行き来に関すること 

・・・第１回部会(６/６)・第２回部会（７/25）・第３回部会(10/13) 

 

（基本的な考え方） 

○ 全日制（単位制）、昼間定時制（単位制）、通信制（単位制）の間の行き来に

ついては、各課程の特色ある学びを尊重しつつ、生徒が自分のペースで学べる

環境をつくる必要がある。 
 
 [検討内容] 

  課程間の行き来を実現するためのカリキュラム構築や、単位認定のしくみなど

の検討 

 

論点３ 設置形態に関すること・・・第１回部会(６/６)・第２回部会（７/25） 

第３回部会(10/13) 

 

（基本的な考え方） 

○ サテライト校について、設置形態を考える必要がある。 

 

[検討内容] 

  本校（旭陵・刈谷東）の分校とするか、サテライト校を設置する高校の課程の一

つとするかの検討 

 

  
論点４ その他・・・第３回部会（10/13） 

 

○ 市町村との連携について 

○ 地域との連携について 

○ 不登校経験者や特別な支援が必要な者などに対応した入学者選抜について 

具体的な入学者選抜方法については、愛知県公立高等学校入学者 

選抜方法協議会議において改めて検討。 

 

 
（参考）新しいタイプの定時制・通信制高校の設置について 

（愛知県 定時制・通信制教育アップデートプランより抜粋） 

１ 通信制のスクーリングを行うサテライト校 と 小規模の昼間定時制・単位制 を 

同じ学校内に設置（2025 年４月開設） 

⇒施設に余裕のある以下の高校に設置する ※地域バランスを考慮 

 海 部 佐屋高校（愛西市） 知 多 武豊高校（武豊町）     

 西三河 豊野高校（豊田市） 東三河 御津あおば高校（豊川市） 

 ・現在の全日制を学年制から単位制へ改編 

 ・定員 通信制 40人規模、昼間定時制20人程度/学年 

a通信制 ⇔ 昼間定時制（単位制） ⇔ 全日制（単位制）a 

   ・原則、コース間の行き来を自由にし、自分のペースで学べる環境をつくる。 

   ・添削指導のネット活用化、オンデマンドによる補習支援など、ＩＣＴを活用した通

信制教育の充実。 

   ・仮想空間「メタバース」、分身「アバター」を活用した「学びのＶＲネットワーク」

で、人との関わりやコミュニケーションが苦手な生徒をサポート。 
 

２ 旭陵高校の通信制を適正規模へダウンサイジング 

   ⇒通信制の本校に通学する生徒：320人/学年→2025 年 280人→最終的に240人へ 
 

３ 刈谷東高校の昼間定時制・通信制を適正規模へダウンサイジング 

⇒昼間定時制：５学級/学年 → 2025 年４月４学級 → 最終的に２～３学級へ 

    通信制の本校に通学する生徒：200人/学年→2025 年 160人→最終的に120人へ 
 

４ 相談・就労支援体制の充実 

⇒スクールカウンセラーやキャリア教育コーディネーターなどの常駐化を検討 
 
 

 

資 料 ２ 

区　分 サテライト校（イメージ）

スクーリング 週数回通学可能、本校のみで開講する科目は本校で受講

添削指導 サテライト校でスクーリングを実施する科目について添削指導する

試　験 年２回（サテライト校で受講する科目）

単位認定 本校（旭陵・刈谷東）で行う
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新しいタイプの定時制・通信制高校設置検討部会での検討状況について 

論点１ 通信制サテライト校の教育体制に関すること  論点３ 設置形態に関すること 

〇 設置校で学校生活が完結する教育体制とし、他課程の生徒と同様に、平日

に登校することを原則とする。 

・スクーリングは、全て設置校において実施する。 

・平日に登校できる校内体制を整え、平日のスクーリングを実施する。 

・通信制での勤務経験のある教職員を配置する。 

 

 

 

〇 通信制は分校ではなく、設置する高校の課程の一つとする。 

・組織面では、旭陵・刈谷東のサテライトではないものの、機能面では、 

サテライトとしてこの２校を中心とするグループを構築し、各グループ 

において、カリキュラムや教材の作成、添削及び面接指導、評価等の具 

体的な検討を進める。 

◎旭 陵グループ ・・・ 旭陵・佐屋・武豊 

◎刈谷東グループ ・・・ 刈谷東・豊野・御津あおば 

論点２ 課程間の行き来に関すること 
 

論点４ その他 

〇 各課程の生徒が、在籍する課程に関わらず、併修により学びたい科目を受

講できるようにする。 

 

〇 生徒の事情に応じて、他の課程に転籍できるようにする。 

・受け入れ可能人数は、学校の裁量とする。 

・転籍の回数及び時期は、生徒の希望を踏まえて校長が判断する。 

 
〇 市町村との連携について 

・多様な学習ニーズをもつ生徒が通うこととなるため、市町村教育委員会や

各中学校との連携を密にする。 

 

〇 地域との連携について 

・ボランティアや就業体験など、地域の企業や団体と協力して行う学校外の

活動について、単位認定することを検討する。 

 

 〇 入学者選抜について 

  ・全日制・昼間定時制・通信制の各課程において入学者選抜を実施する。 

  ・既存の選抜を基本としつつ、３課程を併置する特色を生かした選抜の在り

方を検討する。 
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夜間中学の設置に向けた検討事項 
 
論点１ 生徒の受入れに関すること・・・第１回部会(５/29)・第２回部会(８/31） 

第３回部会(９/21) 
 

（基本的な考え方） 

○ 学齢を超えた者、外国にルーツのある者、不登校経験者など、多様な 入学

希望者に対応する必要がある。 

〇 学齢期の生徒の受入れについては、小中学校との連携が必要となる。 

○ 入学者選抜においては、思考力、判断力、表現力等を総合的に測る適性検査

を行う。 
 
[検討内容]  

  ニーズ調査の実施、入学者の受入れ方法、学齢期の生徒受入れにおける課題 

 
論点２ 学習内容に関すること・・・第２回部会（８/31）・第３回部会（９/21） 

 

（基本的な考え方） 

○ 日本語指導が必要な外国にルーツのある者や不登校経験者、小学校段階か

らの学び直しが必要な者にも対応するカリキュラムが必要となる。 
 
 [検討内容] 

 多様な生徒に対応した学習内容とするための方法などの検討 

 
論点３ 教職員等の配置に関すること・・・第１回部会(５/29)・第２回部会(８/31) 

第３回部会(９/21) 

（基本的な考え方） 

○ 夜間中学には教育内容の実施に必要となる教職員のほか、教員以外の 専門

スタッフや開校準備員などを考える必要がある。     
 [検討内容] 

  教職員、教員以外の専門スタッフ、開校準備員 

 
論点４ その他・・・第３回部会（９/21） 

 

○ 夜間中学では、生徒の希望に応じて学校給食を提供する。（夜間定時制高校

の調理場を活用する方向で検討） 

○ 市町村との連携のあり方についての検討     
 [検討内容] 

  給食、ＩＣＴの活用、関係団体との連携 

 
 

  
（参考）夜間中学の設置について 

（愛知県 定時制・通信制アップデートプランより抜粋（2023 年３月発表内容含む。）） 

１ 開校時期及び場所 

   2025 年４月開校 豊橋工科高校 

   2026 年４月開校 豊田西高校、小牧高校、一宮高校 

２ 夜間中学の対象となる生徒、教員数、支援内容等 
 

項    目 内         容 

① 対象となる 

生徒 

〇 義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方 

〇 不登校など様々な事情により十分な教育を受けられないまま中学を卒業 

した方 

〇 本国や我が国で義務教育を修了していない外国籍の方 

※不登校の生徒が中学校に籍をおきながら夜間中学へ通うことも可能  

② 生徒数 

〇 各学年１学級１０人程度、全体で１０～３０人程度（定員なし） 

日本国籍の生徒が２割、外国籍の生徒が８割 

  日本国籍の生徒の半数は６０歳以上 

外国籍の生徒はほとんど１５才～３９才 

 ※国籍、年齢層については、文部科学省「令和元年度夜間中学に関する実態調査」

から推計 

③ 教員数 
〇 専任の管理職１人、教諭１０～１５人程度、養護教諭１人、通訳など、合計１

５人程度 

④ 支援

内容 

外国人 

生徒 

〇 日本語専門教師による日本語の習得に向けた系統的な学習を実施 

〇 母語指導教師による学習や生活支援を実施 

〇 外国にルーツをもつ生徒が日本語を含む学力を身に付ける 

 

 

不登校 

生徒 

〇 学齢期を経過した生徒が中学校卒業程度の学力を身に付ける 

 

 

〇 学齢期の不登校生徒が、在籍校に籍を置きながら夜間中学において授業を受け

られる学びの場を提供 

⑤ 学校施設 

〇 教室（ホームルームや特別教室）、図書室、保健室、運動場、体育館は、高

校施設を共用 

〇 職員室は、既存の部屋を改修 

〇 豊田西高校は、主に中高一貫の中学校施設を共用 

⑥ 若者・外国人 

未来塾との連携 

〇 「若者・外国人未来塾」を運営するＮＰＯ、外部の専門機関の日本語指導者・

学習支援員が、夜間中学を訪問し、生徒の日本語習得と学び直しを支援 

 

資 料 ３ 

就職を希望する生徒が多いことから、高校で日本語を含めた学力を
身に付けることができるよう、夜間定時制高校への進学を支援 

基礎からの学び直しにより、確かな学力を身に付け、社会的自立がで
きるよう、夜間定時制高校への進学や就職を支援 
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論点１ 生徒の受入れに関すること  論点２ 学習内容に関すること 

１ 入学時期等 

○ 入学時期は、原則、毎年４月とし、生徒の募集は前年の秋以降に十分な期

間を設けて実施する。 

○ 年度途中の入学については、個別相談のうえ受け入れることとする。 

○ 生徒のこれまでの学習状況等を踏まえて、２学年や３学年への編入学を認

める。 

○ 生徒募集に先立って、毎年、前年の夏頃に学校説明会を実施する。 

 

２ 入学対象 

○ 県内在住または在勤で、学齢を経過しており、次のいずれかに該当する者

（国籍は問わない） 

・日本または海外で義務教育を修了していない者 

・不登校など様々な事情により十分な教育を受けられないまま中学校を 

卒業した者 

○ 夜間定時制高校と同様に通学区域は県内全域とする。 

※学齢期の不登校生徒（外国籍の生徒を含む）について 

・在籍校に籍を置いた状態で、通学可能な範囲において、「学びの場」 

を提供する。 

・他の生徒と一緒に時間割に沿って授業を受けることとする。 

 

３ 修業年限 

○ 通常の中学校同様、３年間で教育課程を修了することとするが、個々の状

況に応じて、最長６年まで在籍を可能とする。さらに、校長の判断で、延

長することを可能とする。 

 

 
１ １日の授業時数・授業終始の時刻 

○ ４時限、40分授業とする。 

○ 概ね 17 時から 21時までの間で、各学校で設定する。 

〔授業終始の時刻のイメージ〕 

17:00～17:35 （給食等） 

17:45～18:25 １時間目 

18:35～19:15 ２時間目 

19:15～19:20 ホームルーム 

19:25～20:05 ３時間目 

20:15～20:55 ４時間目 

 （給食の時間は、高校と調整し、授業前若しくは休み時間に設定する。） 

 

２ コース設定 

○ １年間のコースを複数設定する。 

ａ. 学習状況（習熟度）に応じたコース 

学年相当のコースを３つ設定する。 

ａ１. 中学校１年生相当のコース（小学校段階の学び直しを含む） 
ａ２. 中学校２年生相当のコース 
ａ３. 中学校３年生相当のコース 

ｂ. 日本語指導に重点を置いたコース 

生徒の日本語習得状況に応じてコースを２つ設定する。 

ｂ１. 日本語初心者から初級程度のコース 

ｂ２. 日本語初級から中級程度のコース 

※各教科の学習も行う。 

○ コースは、生徒の学習状況や希望を踏まえ、毎年度、個別相談を経て決定

する。 

○ 年度途中でコースを移動することも可能とする。 
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論点３ 教職員等の配置に関すること 
 

論点４ そ の 他 

１ 教職員 

○ 夜間中学の校長は、高校の校長が兼ねることとし、専任で従事する副校長

を配置する。 

○ 小学校程度からの学び直しに対応するため、小学校と中学校の両方の教員

免許を持つ小中学校教員を配置する。 

○ 青年期の生徒の学習・進路指導を行うため、中学校の教員免許を持つ高等

学校教員を配置する。 

○ 役職定年者や再任用教員の配置を検討する。 

○ 技能教科については、非常勤講師等の配置を検討する。 
 
〔教員配置のイメージ〕※３学級と仮定（別途日本語指導加配がつく可能性あり） 

（案・全国の夜間中学を参考とした配置） 

区分 
副 

校長 
教頭 

主要教科 技能教科 
合計 

養護

教諭 
国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技家 

小中 １人 － １人 １人 １人 － １人 
非常勤講師等 

５人 １人 

高･特 － － １人 １人 － １人 １人 ４人  

・小中学校での指導経験者が多く、小学校程度からの学び直しも含めた指導がしやすい。 
・管理職が小中学校での勤務経験者であるため、教育課程の管理等がしやすい。 

〔教員の勤務時間のイメージ〕 
13:00～21:45（休憩時間１時間を含む） 

 

２ 教員以外の専門スタッフ 

〇 教職員に加え、生徒を支援する専門スタッフの配置が必要となる。 

 

３ 開校準備員 

〇 開校の前年度に、校内体制、年間行事予定、各種指導計画を作成する教員

と必要物品の購入等を行う事務職員とを開校準備員として配置する。 

 

 
１ 給食 

○ 希望者に対して、夜間定時制高校と同様に給食を提供する。 

 

２ 学校施設 

○ 既存施設を活用する中で、主に使用する教室を１階とするなど、高齢の 

生徒が通いやすいよう配慮する。 

 

３ ＩＣＴの活用 

○ 通常の中学校と同様に、授業に活用できる１人１台端末を導入する。 

○ 外国にルーツのある生徒やその保護者との面談時の翻訳などにおいて 

ＩＣＴ機器を有効に活用する。 

 

４ 日本語指導に係る関係団体との連携 

○ 「若者・外国人未来塾」を運営する団体など、各地域で日本語教室や 

学習支援を実施している団体と連携し、始業前等の時間を活用して生徒 

への学習支援や日本語初期指導、教員に対する研修や勉強会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

参加 参加 

夜間中学 

の生徒 
  定時制 

   の生徒 
 

(生徒)学習支援 

(外国人生徒)日本語初期指導 

「若者・外国人未来塾」を運営する団体等の 

日本語指導者・学習支援員 

支援 

夜間中学 
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